
　加藤建設に入社し、舗装工事や下水道工事、橋梁工事等のインフラ
整備事業に携わらせていただき、本工事では監理技術者として現場の
施工管理に従事しています。

～現場での役割、仕事内容～

　我々の仕事は、現場監督として着手から完了までの現場運営をすることが
主な役割である。現場運営の内容というと、測量や材料の手配、協力業者との
工程調整、地域の方との調整、より良いものを作るための施工管理等です。

～現場に対する思い、意気込み～

私が現場運営にあたり一番大事にしていることは
コミュニケーションです。作業するのも人であり、機械に
乗るのも人である。自分の思いを伝えるためにもまずは
コミュニケーションを図ることが大事と考えるからです。
また、地域の方とのコミュニケーションも工事を進める
ためには非常に大事なことであります。
今回の現場では中学生の通学路があることから、特に

地域の方とのコミュニケーションを重点課題とし、まずは
安全第一を念頭に明るい現場づくりに励んでいきます。
そして、地域の方が我々、現場で働く人に気軽に声を
かけてもらえるような環境づくりに努めていきます。

～建設業の魅力～

　「地図に残る仕事」とよく言われ、土木構造物は長年にわたり人々に利用されて我々の生活には必要
不可欠な物として地図だけでなく人の心にもしっかりと刻まれています。そして、災害時には困っている
人の役に立つことができる仕事でもあります。そんな建設業は造る楽しさだけでなく、たくさんの人が繋がり、
協力しあうからこそできる仕事であり、地域の人や造った物を利用する人、実際作業に携わった人みんなの
心に残る物造りができるといったことが建設業の魅力であると思います。

～未来の技術者へメッセージ～

　当たり前のように利用している道路、橋、水道、下水等の
整備をしているのは建設業であり、日々の生活に密接して
いる仕事です。我々が日常生活をよりよくするために行う
インフラ整備を通じて、人と人との繋がりを感じていき、人や
社会に役立つ物造りを行う中で構造物が完成した時の
達成感を一緒に味わっていきましょう！
また、自然環境との共存を目指し、私たちと一緒に住みよい
街をつくりあげていきましょう！
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